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第
十
三
怨(

1

0

六
o) 

0

易
き
货
物
を
輸
送
オ
る
に
就
て
、
汽
船
の
線
路
を
特 

_

、

の
檩
準
に
摅
ら
じ
む
：

.°

.

國
家
の
信
用
が
地
方
刚
體
の
水
遒
敷
設
を
助
く
る
の 

®

は
特
に
注
自
す
»r

き
も
の
あ
h

。
例
べ
ば
或
る
小 

都
#

に
於
て
.
、
氷
爾
の
«

設
縈
希
親
す
：る
場
合
、に
は 

中
央
政
府
ば
熱
線
な
る
棱
術
家
を
任
命
し
て
、
:
一
 

切 

の
訏
|

立
案
し
、
：
淇
經
戥
ぃ
收
入
、
負
债
偾
還
能

| 

力
を
調
赍
せ
し
め
、

一
方
に
趟
等
0

靈
が
完
成
し 

た
る
場
合
に
は
、
^

府
は
公
«

を
發
行
し
.て
、
之
を
：
 

.

.

.成
就
す
る
^

要
す
る
费
用
を
供
す
可
く
、
人
口 
ニ
千
一 

五
百
乃
至
五
千
の
小
都
#

‘に
し
て
.容
易
に
.
水
逍
の
便

\ 

觉
を
享
く
る
を
得
る
攻
办
。 

\ 

:
*
人
の
S

的
ビ
す
る
所
は
生
產
ヒ
分
.
配.

W

の
間
に
同 

一
の
^

W

を
保
た
し
め
.ん
ビ
す
る
も
0

に
外
な
.ら
，ず
。
 

戰
蠻
は
實
‘に
如
何
な
る
豸
^
の
aJ
:

t

4

H

_ic

も
必
耍
な 

る
準
備
を
供
し
、
生
產
分
船
，の
諸
方
便
を
共
同
的
に
所

解
_

1自

.
、

有
し
、
，
#

理
す
f

 

V.ビ
_
の

實

衍

し

得

ら

「

る
.
、
辦

實

钇

載
 

定
，

明
し
た
レ
。
固
ょ
り
1

爭
に
侬
.て
、
國
家
の
#

な
る
：襌 

能
は
人
民
を
奴
a

化
す
る
：の
目
的
に
供
せ
ら
る
0

®

あ 

る
や
、
論
を
俟
た
ず
。
隨
て
集
產
主
義
を
解
放
の
方
便 

に
充
つ
る
も
の
ど
、
國
家
に
大
な
る
强
制
的
權
能
を
與 

ふ
る
の
具
と
す
る
せ
の
間
化
、
爭
|«

の
盛
な
る
は
'、
之

，
 

を
免
か
る

、

能
は
；ざ
る
可
し
し

i)\\I) 
sc/yiyllc/v/sr,/)-*
 

'
/
\
/
\
c
/

都
：市

計

畫

ミ

米

國 

::

商

業

會

議

所

(

上)

辑

ネ

！
淸

*

米
國
に
於
け
る
商
業
會
議
所
の
近
狀
は
.
、
そ

の

政

..府 

を
し
て
.『
商
業
會
議
所
本
來
の
職
貴
す
し
て
は
、
そ
の

地
域
內
に
存
す
る
產
業
0
:
調
避
、
指
導
、
啓
f

主
？ 

す
る
乙

ど
•
は
勿
'論
で
.
あ
る
が
、
ぞ
の
實
行
は
却
て
社
會

錄
英
國
の
勞
働
歡
は
何
を
喪
艰
す
る
ゃ

牛
酪
ヽ
.
鮮
肉
、
®
實
を
驗
送
す
る
に
、

i

|
!

問

題

の

解

決

、

都

市

政

策

'の
計

畫

等

^
重

§
を

餳

く

0
 

觀

が

あ

る

』

ヾ」

日

は

レ

め

た
る
が
如

く

、
亦
、か
の

大

英 

西

背

全

書

を

し

て

『

ク

タ

ー

ブ

ラ

ン

ド

市

の

如

き

は

、
和 

市

の

自

治

行

政

^
し

て

は

、

最

も

發

達

し

、

且

っ

成

功

. 

せ

る

も

の

で

あ

る

が

、
を

の

.故
、
ー
&

市

民

が

公

共

觀

念

一
 

の

發

達

せ

る

に

も

依

を

け

れ

共

、

他

の

最

も

大

な

る

理
 

曲

ビ

し

て

は

向

市

商

業

會

議

所

の

カ

に

依

れ

る

乙

ビ
を 

忘

れ

る

こ

y

し
が

出

來

ね』

ヾ
し
評
せ
し
め
れ
る

'が
如

く

、 

| 

米

國

に

於

け

る

商

業

會

議

所

が

跟

に

受

動

的

消

«
的

の

\ 

事

業

の

み

.にv

は

滿

足

せ

す

"

常

に

商

工

紫

の

利

益

增

一
 

進

l

rf
j
民

の

福

触

擁

識

ぜ

に

向

っ

て

活

動

し

て

る

の

ノ
 

は

願

著

な

る

•事
實

で

あ

.る
、

就

中

、

タ

リ

f
ブ

ラ

ン

、ド

.\ 

商

業

會

議

所

に

至

て

は

、

本

涞

の

職

實

に

努

力

す

る

f
 \ 

共

に

"
常

に

何

等

か

の

薪

し

き

試

み

を

企

て

、

、

都

ボ
 

問

題

解

決

の

衝

に

當

り

、

北

米

各

都

市

の

常

事

者

か

ら
 

注

目

S
れ

っ

、
あ

る

の

み

で

あ

る

、
今

、
本

稿

は

w

i
丨 

..ethAstu^es:

氏

.の
、
.American- C

h
a
m
b
e
r
s

 

o
f
'
c
o
m
-

 

第
十
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'泡
.

(

1
〇
六
1)

雑

錄

$

m

f

s

m
e
r
c
e

«

る
書
^

、
'
を
0

第
.七
章
ょ
，.む
第
十1

章
.に
.绝 

る
間
の
抄
錄
で
、
原
文
の
順
序
に
準
^
し
て
、
初
め
、
 

稿
を
ク
リ
ー
ブ
ラ
シ
ド
商
業
會
議
所
の
湖
市
事
業
に
起 

し
、
次
て
各
地
商
業
會
議
所
の
活
動
に
及
ふ
考
で
あ
る 

が
、
素
ょ
P

斷
擧
零
簡
的
の
抄
錄
に
止
ま
る
が
故
に
、
 

世
の
商
業
會
議
所
硏
究
に
志
'を
抱
く
人
々
、
都

市

麗 

に
意
を
注
く
人
々
の
參
考
に
な
る
か
ど
ぅ
か
は
颇
る
疑 

は
し
い
、
尤
も
、
商
業
會
議
所
そ
の
も
の
、
硏
究
に
就 

て
は
、
墙
を
改
め
て
見
ゆ
る
の
機
會
が
あ
る
€

思
ふ
。

H

ク

リ

ー

ブ
ラ
ン
ド
商
業
會
議
所
は
、
近
世
式
商
業
®- 

^

听
の
模
範
ヒ
し
て
、
廣
く
そ
の
名
を
傅
へ
、b
,れ
て
ゐ 

る
、
從
て
ー
般
商
4

‘槳
者
の
活
動
機
關
？
し
て
も
又
市 

民
の
公
營
機
關v

j

し
て
も
、
絕
え
す
興
味
あ
る
例
究
の 

•
P

材
ビ
な
つ
て
ゐ
る
。
曾
て
は
米
國
の
最
も
^

力
な
る 

三
十
餘
個
所
.の
、
商
業
會
議
所
書
記
長
等
が
.、
.僻
を
揃 

へ
て
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
#

議
所
を
以
て
、
最
も
都
市 

^
^
會
雜
所

 

笫
八
敬
 

一o
九



0
S

$
 

a

〇
六
5

余

錄
都
市
計
蕺
と
米
國
商
乘
會
鰌
所

笫

論

H

P

.

.改
黎
來
實
献
し̂

る
も
0
艺
推
賛
し
、，
又
、.
ク
シ
I

ブ 

ヴ
シ
ド
市
尻
そ
の
も
の
も
ヽ
を
の
會
戰
所
を
敬
重
し
、
 

こ
れ
を
懷
慕
す
る
の
餘
、
遂R

こ
れ
を
名
付
て
、
市
民 

の
俞
堂
と
な
す
に
至
づ
た
の
を
見
て
も
、'
如
何
に
同
會 

議
所
が
、
そ
の
本
來
の
目
的
に̂
つ
て
は
勿
論
、
蹄
ビ 

し
て
は
そ
の
播
を
超
え
て
も
：、
意
義
ぁ
る
活
_
を
な
し 

だ
る
か
の
、
一
班
を
推
知
せ
ら
る
。

特
に
、
最
近
一
一
十
年
間
に
於
け
る
、
：ク
リ
ー
ブ
ラ
ン 

ヾ
ド
市
人
ロ
の
念
激
な
る
增
加
は
：、
同
會
議
所
の
虫
ビ
し 

て
努
力
せ
る

所

ビ

稱
せ
ら
れ
て
ゐる
、

ク

リ

1

ブ
ラ
ン 

ド
會
議
所̂

記
長
ー
フ
ィ
ヤ
ー
ソ
ン
、
リ
チI
な

る

人
は 

北
来
の
都
市
に
關
し
て
ば
犀
刹
な
る
觀
察
者
を
以
で
許
：
 

さ
れ
て
ゐ
る

が
、
氏
が̂

米
に
於
け
る
新
進
^
名
の
都 

市
五
所
、
乃
ち
、ク
タ

ー

ブ
ラ
ン
ド
、
シ

ブ

シ

ナ

チ
、
 

バ
ッ
フ
ァ
ロ 
"

ピ
ッ
ッ
べ
，
ク
、
及
び
デ
トロ
ァ

ッ

ト
に

就
て
、
市
政
最
近
二
十
部
間
の
比
較
硏
究
を
な
し
れ
る 

所
に
依
れ
ば
、
初
め
、
こ
の
五
市
は
共
に
新
典
の
都
市

• 

€

し
て
、
そ
0
勢
カ
も
亦
伯
仲
の
間̂

在
つ
た
：；

の
.；

で
、あ 

る
が

、
千
八
莨
九
十
毕
の̂

勢
調
杏
の
際
に
は、
賢

 

幾
何
か
の
維
衰
を
示
し
ノ
人
ロ
ビ
し
て
は
、
シ
ン
シ
ナ 

チ-.2̂

も

多
^
.
、ク 
'リ
l

r
 

^
ラ
.
.ン
ド

、
ピ

ッ

ッ

、ハ.I
I

ク

、

パ 

一
ッ

フ

ァ

ロ

こ
れ
に
亜
ぎ
、
デト
ロ

ァ
ッ

ト

は

最
低
位
に 

一
落
ち
て
ゐ

た
、
M
に

、

千

九

西

年

に

は

ク

リ

ー

ブ

ラ

ン

，. 

一
ド
が
首
# :

を
占
め
、
パ.' 
フ
.
r
,
, 口
第
.一

一

位
9
シ
.ン
シ
ナ
チ 

第
三
位
に
下
っ
た
、
次
て
千
九
西
十
年
に
は
ク
リ
ー
ブ 

ラ
シ
ド
は
依
然vj

し
て
を
の
首
位
を
動
か
す
、
而
も
第 

ニ
位̂

る

ピ

ッ

ッ

バ

ー

ク

と

大

差

な

く

、
デ
ト
ロ
ァ
ッ
ト 

は
第
三
位
?:

占
め
た
、
こ
れ
ょ
り
先
き
酋
位
を.誇
つ
た
. 

シ
ン
シ
ナ
チ
は
、を
の
市
民
を
自
覺
あ
な
個
體
S

し
て
、

一
統
一
す
る
こV
M-

に
成
功
甘
ざ
り
し
結
果
、
遂
に
一
一
十
年 

後
に
於
て
は
最
低
位
にM

せ
ら
，れ
た
の
で
あ
る
、凡.を
、

ク

I

I

フ
ラ
ン.
ド
、
テ
ト
ロ.
ア
'ッ
ト
、及
び
ヒ
ッ
ッ
パn

.

.ク
の
如
く
商
業
都
市
々
し
し
て
の
活
動
を
競
ふ
所
に
は
、 

必
ず
其
處
R
.
_tt

健
全
な
る
畠
*
»
刺
を
有
す
る
代
表
的

商
業
機
關
が
あ
つ
て
、
こ
れ
'を
し
て
遺
憾
な
く
そ
の
乎

腕
を
撺
は
し
め
て
ゐ
る
、
ビ
ッ
ッ
、、ハ
ー
ク
、
'パ
ッ
フ
ァ 

;-

の
雨
商
業
會
_

所
の
設
立
は
"

猶
"

近
年
の
こ
ビ
R

:
 

»

し
て
ゐ
る
が
ヽ
夙
に
以
好
の
成
績
を
示
し
て
ゐ
る
。

:

舊
制
度
の
ク
ジ
ー
ブ
ラ
ン
ド
商
業
會
議
所
は
，
千
八

|

 

W

四
十
八
年
に
設
け
ら
れ
、
そ
の
定
款
中
、.
會
議
所
の
一 

0
的V」

し
て

は

、

『

誠
實
e

安
固
を
保
持
し
、職
業
の*

| 

課
^

平
等
の
原
則
に
據
り
ヽ
惡
習
を
摘
發
し
て
こ
れ
を

：|

:

亂
明
し
、
以
て
商
習
惯
•の
改
善^:
統
J
 

w

を
期
し
、
常
一 

,

に
信
憑
す
可
き
統
計
又
は
報
吿
を
公
に
し
、
商
事
上
の
一 

殺
議
を
防
止
し
、
或
は
こ
れ
を
解
決
し
、
當
帘
に
於
け
一 

る
®

業
の
利
益
を
保
護
增
進
せ
む
ビ
す
るR

茌
り』

|

 

€
«

'■
»

ら
れ
て
あ
る
如
く
、
を
の%
*

も
«

エ
業
上
の\ 

事
項
に
限
定
せ
ら
れ
て
、
祉
會
的
义
は
行
政
.土
0
事
業 

に
は
及
む
て
ゐ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
，
然
る

y

千
八
百 

九
十
三
年
に
茧
り
て"

を
の
紐
織
を
取
新
し
、
州
法
に 

_

據
し
て
、
珙
務
の
齙
圆
を
櫥
大
し"
商

工

の

分

.
野
を

第

十

三

盤

(

一
〇
六
三

) 

' 

雜錄都市計鄕と米國

超
®

し
.て
、
敢
て
都
市
そ
れ
自
身
0

事
業
代
心
を
須
ふ 

る
や
ぅ
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
商
業
會
議
所
が
、
如
何
に
し
.て
偉 

大
な
る
成
功
を
收
め
た
o

やV
J

云
ふ
に
、
を
の
理
由
ば 

下
の
三
個
の
や
ぅ
で
あ
る
、

一
は
同
市
在
住
商
エ
業
家 

の
不
屈
不
携
■
の
努
力
、
ニ
は
同
會
議
霸
代
#
記
長
ラ 

ィ
ャ
ソ
ン
、
リ
チ
ー
氏
の
非
凡
の
手
腕
、
三
は
同
市
 々

R

の
公
共
的
精
神
の
旺
盛
な
：る
こ

ビ

、

こ

れ

で

あ

'る
C 

.

E

:

'

公
共
的
精
神
の
振
作
に
就
：て
ば
、
ク
リ
.

—

ブ
ラ
ン
ド 

會
議
所
は
'、
夙
に
舊
制
度
時
代
ょ
り
し
て
、
力
を
極
め 

て
こ
れ
を
獎
動
し
た
の
で
あ
る
が
"
新
制
度
に
遯
り
て 

ょ
-
C

N

«、
y

チ
.丨
氏
主
：.ビ
し
て
そ
.の
事
.に
任
し
、：̂

め
. 

て
會
■

所
を
中
心
.ミ
し
て
市
民
を
統
合
し
、
以
て
公
共 

的
活
動
を
策
案
し
ft

の
'
.で
あ
る
、
乃
ち
、
市
民
は
先
つ 

ォ
,

ョ
州
#

議
術
聯
合
會
を
組
織
し
，、
米
國
領
«v

官
制 

の
改
革
運
動
に
着
手
し
、

&

ッ
デ
パ
ル
ト
ン
案
S

じ
て 

I'

樂
會
議
所 

‘

第八號一一

】



第
十
三
猞

(

}

〇
六
四)

，

M

錄
都
市
計
傲
过
来
國
商
_
會
鋪
所 

笫

八

紱

一

ニi
燄

會

に

提

出

し

た

、

叉

、

千

九

再

ニ

年

に

は

貧

民

窗

問
 

題

を

扱

げ

て

、

輿

論

を

喚

旭

し

、
.
委

員

を

選

み

て

細

段
 

の

住

居

狀

況

を

探

蜜

し

ヽ

ー

方

ォ

ハ

ョ

州

政

廳

に

.瞥

吿
 

し

、

M
に

同

市

の

象

屋

建

築

取

_
規

則

を

'
も

制

定

せ

し 

め

た

、
.」

の

，
取

締.规
則

は

範

を

全

園

に

示

し

た

も

の

で

、. 

S
ら

衞

生

上

の

設

備

、

危

險

の

豫

防

R
.
mを
注

き

、

多

一 

數

の

密

集

會

同

す

る

家

屋

の

建

築

條

件

女

嚴

に

し

、

规

| 

，

則

に

®
觸

す

る

建

物

は

、
：こ

れ

を

改

¥

る

ま

で

、

そ

\ 

の

使

用

を

：幾

し

、
若

し

條

件

に

適

合

せ

ざ

か

建

物

を

放

\ 

任

す

る

時

，は

、

市

は

輿

へ

ら

れ

た

る

權

カ

を

以

て

、

こ

| 

れ

を

破

墩

す

る

乙

ど

、
1

た

。 

\ 

I
:

.而
し

て

、

前

述

の

委

員

は

：或

1:

部

落

約

五

千

人

の

貧

\ 

E
が

、

僅

に
十

個

の

俗

槽

を

奵

す

る
に

過

き

ざ

る

を

發) 

見

し

、

常

局

に

解

へ

て

脾

別

支

出

を

求

め

、

彼

等

の

爲

' 

め

に

三

個

の

宏

大

な

る

浴

場

を

作

つ

た

、
夂

、
別

-^
®

^
 

に

適

當

#
る

運

動

場

の

必

遨

な

る

> 5
し

を

も

認

め

"

市
 

.

當

厨

，

V

力

を

協

せ
.て

，こ

れ

を

も

設

置

し

た

、

千

九

西

四

■ 

. .
4
 

... 

.

.

.

.

.

.

. 

■ 

1 

> 

> 

. 

.
 

.
1 

.

ハ
牛
に
は
政
黛
の
反
對
あ
る
に
も
屈
せ
す
、
市
の
敎
^
:
事 

業
の
不
備
を
艘
輝
す
^

の
案
を
立
て
、
そ
の
一
部
は
市 

の
容
る
，
所
と
な
ら
な
か
つ
た
け
れ
共
、
大
體
の
目
的
< 

は
貸
徹
す
る
こV

を
得
た
、
其
他
、河
川
港
海
の
調
资
、 

食
用
肉
類
•の
調
査
、
交
：通
及
道
路
の
整
.理
、
エ
業
區
域 

の
水
道
に
は
特
別
高
膝
裝
餸
の
取
付
、
或
は
市
、
.區
、：

町

の

名

稱

.の
#

«
等

も

、

悉

く

#

議

所

の

與

つ

て

爲

せ
 

，
し

處

で

あ

る

、

か

く

、

脅

議

所

の

事

務

は

、

逐

年

櫥

大
 

し

て

、

今

や

同

市

の

實

業

方

面

の

利

益

は

勿

論

、

市

政
 

上

に

於

て

も

、

大

小

.を
擧

げV

會

議

所

に

依

り

て

代

表
 

せ

ら

る 

> に
至

り

、
文

、

#
議

所

は

m

K
の

利

益

を

代
 

表

す

る

廣

汎

な

る

圆

體

と

な

れ

る

結

果

、

そ

の

從

屬

機
 

關

と

し

て

は

、

所

內

に

特

殊

調

査

部

を

設

け

？
例

へ

は

、 

小

賣

商

人

部

、

卸

商

.人
部

、

製

造

業

潘

部

、

地

主

部

、
：
 

電

氣

業

者

部

等

の

細

目

‘に
區

分

し

れ

1

l
i
0:
l
l
l
iTt
:

丨-
、
同
後
の
設
備
あ
る
所
多
し
、
例
へ
ば
倫
敦
會
_

所
に
て
は
*
>
れ̂
 

四
十
餘
種
の
業
部
|:

別
ち
、
本
邦
|:

て
も
、概
し
て
、商
槳
、エ
槳
、交
紙
、

職
?

s

s

f

t̂l
:
}
而
し

て

、

こ
办
等
め
各
奪
部
が
年
々
®

S

商
同
乃
蚕
七
高
め
#
合
を
關
く 
■

見
^

も
、
苟
も
誇
：
 

溢
の
存
す
る
所
、
乙
れ
を
追
求
し
て
已
ま
ぬ
の
態
度
を 

看
取
せ
ら
5

>

の
；で
1あ
る
。';
: 

.

:

:

:■

.'

ク
タ
ー
ブ
ラ
シ
ド
帘
發
族
の
原
因
中
、
最
も
*

な
.る 

'

も
の
三
つ
、
就
中
、
词
商
響
議
所
書
|&

長
の
手
腕
.の
：，
 

非
凡
な
る> J

，ビ

.'も

，

そ
の

1

に
居
る
c
 W

は
、
前

述

せ

|

.

る
rf

で
あ
•る
か
、：
初
代
書
記
長
^

チ
ー
氏
'«
.新
制
度
會
.

、
：
議
所
0
.
劍
業
者
に
し
て
、
千
九
西
年
に
は
：供
3

れ
.て

會

| 

頭
の
職
k

就
气
後
ち
ギ
ス
ト
ン
市
に
招
か
れ
て
、
同

\ 

地
會
議
所
の
改
革
^
實
献
し
找
、
ニ
代
窟
記
長
ス
口
ッ

一 

ト

氏

は

、
會

議

所

，理

事

會

の

.推
鷉
す
る
所
穩
係
办
、
. 

'氏
.\ 

',

も
亦
市
民
の
期
待
祀
背
か
す
、
:.三
代
書
記
長
乃
ち
現
伍 

の(

V

I

ブ
ン
.氏
も
亦
、

V

書
記
長
:>
:

し
.不
姐
世
'0

靈
脾
を 

發
©

^

い
會
議
所
'0

名
を
し
.
て
法
す
^

す
北
米
全
±

に
. 

重
き
を
«

さ
し
め
れ
^

で
あ
^
。
へ
',
'

:

'

.

.

.四

人
0

_

密
な
る
都
傲
が
、

、

第
十
ブ
1
滟

C
〇
六
31)

益
を
增
進
し
"

公
共
的
思
想
を
'發
達
せ
し
む
る
S

間
時
. 

に
、
'
猶
，
'他
の
方
而
^

在
り
て
、
社
#
生
存
の
置
奢 

を
生
し
つ
、
ぁ
る
は
、
ー
般
共
通
の
證
夺
る
が
如
ィ
、

ク
リ
I

ブ
一
ヴ
ン
ド
も
亦
そ
の
例
に
し
て
、
近
年
人
口
增 

加
率
に
比
し
て
成 
>
 
愆
か
に
大
攻
る
貧
民
の
§

率
を
’ 

發
見
し
た
、
千
九
百
年
四
月
.に
.於
け
名
同
市
の
慈
善
的
，
 

設
備
は
、';
(

五
十
--
個
所
に
し
て
ク
到
底
滿
足
な
る
成
績 

を
擧
ぐ
る
能
はH

名
：狀
態
に
在
つ
れ
、
玆
G

於
て
か
、
 

會
議
"所
は
惑
善
組
合
め
委
裏
甯
を
組
織
し
て
、
こ
れ
を
.. 

豪

所

に

：附
鳳
せ
し
め
、
洽
ぐ
旣
#

の
慈
善
*
.
設
を
_
 

査
し
て
、慈

養
.0
.美
名
.の
^

^

利
を
營
む
も
の
、
叉
议
不 

JE

の
.
手
段
：を
以
で
經
營
す
；る
：も
の
を
排
乐
し
^

、
.'

そ
'の 

意
篕
し
.市
民
の
義
.捐
を
し
で
嬝
も
有
効
な
ら
し
め
.、
眞 

©.

慈
：善
施
設
を
.

^

^
够
む
ゼ
す
冬
の
で
ぁ
る
、
■委
員
會 

は
芡
ァ
炉
ぐ
ム
て
_選
«

し
れ
る
慈
善
_

に
ば
：>

#

肌
»
 

を
突
附
U-

、
.-

市

最

询
.つ
：て
は
>

|

|
證
明
書
®

含
：慈
善
へ 

刚
に
は
、關
係
す
る
こ
^

な
か
ら
し
む
る
や
ぅ
に
し
れ
、

.
'
'第
八
獄
‘
.
.
.
.
.
.
.
l
.
s
l
r
.
.

一

方

に

於

て

は

市

民

の

利

"

■

リ

捕

薜

■

米

阈

屢



-，
ベ、

I
A

! 
il
 
.

_ , ' \  パ

m

t

H
雄
，.

(

一
〇
i
ハ
六)

.
‘

雜

’

錄

.都
市
前
迸
ミ
米
阈
i

會
HI

所

第
八
啟

«WM* .

四

而
も
、
.
市
民
の
不
注
意
ょ
6
,
し
て
、
' 
誤
A

て
ご
れ
等
の

傭
慈
善
®

に
■寄
附
す
る
か
知
.き
こ
ミ
を
發
見
し
.れ
る
際

に
、は
、
會
議
所
は
相
當
の
注
意
ビ

說
明
と
を
與
へ
て
、

-

以
!:
'

、
’社
^

的
_

维
0
:
實
効
を
_

つ

て

ゐ

ふ

：
、

處
が
ー
、
；

，1

の
組
織
は
腐
く
北
米
全
±

办
注
-a
.̂
«

き
起
し
、，千

、
九

商

十

部
^

は
紐
育
" 
'
。匕

マ
ッ
V

J

.
ク
其
他
の
都
市
は
.

人
を
ク
ヅ
ー
ブ
ラ
ン
‘
^

^
派
し
.

X

V
そ
の
救
貧
事
業
を

硏
货
せ
じ
む
る
猫
扠
發
灌
し
^
。
::
.

、

:

f

慈
善
辦
業
®

如
き
は
，
0

H

の
經
營
の

困
難
は
豫
期
せ
ら
る
、
所
で
為
つ
て
？
ク
リ
I

ブ
ラ
ゾ

ド
の
，最
も
.有
名
な
る
.慈
：善
會
で
含
へ
も
、
猶
且
づ
、.
資
.

金
に
胄
し
て
活
f;
;

意
の
^

く

な
ら
な
か
ら
た
、：
乃
^

、
’

千
九
诉
七
年
の
-

況
じ
て
：は
ヽ
-
同
市
の
慈
善
|1

體
の
數
，

六
十

.

•■

の
維
持
嫂
を
寄
附
す
、

篤
志
者
は
、
五
十
餘
萬

の
市
民
中
僅
か
に
六
千
人
の
上
に
は
出
て
、
鹿
ら
^

y

而

.も

總

金

額

め

三

分

の

一 .

は
僅
々
十
三
人
の
乎
よ
り
支
- 

出
せ
ら
れ 
て
ゐ 
た
の
で 
あ
る
、
 

こ
の
事
實
は
•千
九
百
九

年
の
調
夜
.
に
於
て
も
、
亦
同
様
で
あ
つ
た
、
然
し
て
藤 

溝
哿
附
金
の
受
入
先
に
ょ
6

を
の
®
に
も
大
爱
あ
り 

て
、'
,自
然
、‘
右
に
厚
く
、
左
に
辦
し
ビ
云
ふ
結
®

を
生
' 

し
、
，救
貧
上
^

^

^

平
を
缺
ぎ
勝
ち
な
の
で
、
會
靖
所 

は

，
切

馨

It
;
金
を
一，
先
.づ
中
央
に

集
め
て
、
然
る
後 

乙

れ
を
#

慈
善
«

^

合
迦
：的
に
配
布
す
る

の
計
叢
を
立 

て
、
ォ
ー
ベ
リ
ン
«

ra

學
校
の
.ゥ
■ヰ
リ
ァ
ム
氏
を
以
て

中
央
馨
會
氣
織
委
s

tt

推
し
、：
千

九

草
3

年
ょ

り
活
動
を
開
始
レ
た
ヽ
_ 

?

b

 

I

切
の
方
針
.は
#
議
所 

及
び
委
員
會
に
.て
：*

笼
す
-$

こ
H

し
、
#
慈
善
圓
は 

そ
：の
指
導
の
下
に
在
b

て
、
何
等
後
顧
の
«
.
も
な
く
、
"
. 

雜
^

そ
の
.舉
袭
に
從
ふ
.こ
:̂
#

得
.る
に
茧
つ
れ
、
を
れ 

か
ち
寄
附
金
も
急
速
^

增
加
し
、
：冗
#

を

節

約

し

"
.
事 

業
?:

蒙

一

し

、

そ

の

効

果

は

翁

々

$

し

て

舉

り' 
ク
ヅ 

1
ブ

ラ

：
ン

ド

市

史

に

於

：て

、

'-
ー
 

新
紀
5£
を
劃
甘
$

ど
さ 

へ
»

せ
ら
れ
て
ゐ
る
‘
0

‘

千
.九
西
九
年
に
は
、
又
、
ク
リ
ー
ブ
！フ
、Z
ド
會
議
所

は
數
名
の
委
員
^

擧
げ
，t
'
、
石
炭
拔
取
間
題
に
關
す
4
; 

調
避
を
行
は
し
め
た
、

?

、
.こ

の

事
業
は
會
譏
所
の 

活
動
S

し
て
は
、
日
常
の
些
事
に
過
き
ざ
る
が
故
に
、
 

殆
む
€

間
題
ビ
な
す
の
^

値
七
な
い
|
や
ぅ
で
あ
る
が
？ 

同
會
議
所
が
市
民
の
.福
利
を
希
ふ
熱
誠
は
、•

こ
の
微
細
，
 

の
事
^

も
及
ぶ
か
を
知
レ
得
る
を
以
て
少
し
ぐ

そ

の
內 

辤
を
元
し
て
置
&度

..

い
_
、本
問
題
の
起
る
や

、
委
員
は
そ 

の
調
沓
方
法
S

し

て

、

先

，つ

市

役

所

、

鐵

•道
局
、
石
炭 

商
フ
製
造
工
業
家
の
應
拨
を
求
め
，一

友
？
拔
取
の
行 

は
る
、
場
所
に
就
て
：も
、
細
心
®
注
意
を
怠
ら
な
か
つ
へ 

れ
、
而
し

て

、
' こ
の

事
.に
最
V

利
.害
關
係
あ
る
石
：炭
商 

の
令
に
は
、
新
に
曆
人
の
數
を
增
加
し
て
，
委
員
の
行 

動
.̂

補
佐
せ

し
め
.た
_,も
.の
す

ら

も
あ
^
た
、

.そ
，

Q

結
果
，
 

€

し
て
は
、
年
々
»

く
-̂

も

九

满

滞

に

相

當

す

る

石

焚 

が
、
運
送
‘の
途
中
に
於V

、

拔
取
ち

る

、

を
發
見
し
た 

_

0

で
あ
名

、

元

來
、

>
 
ソ
ー
グ
ー
フV

ト
に
搬

送

せ

ら

る 

、
衣
炭
は
、
何
れ
の
酿
送
方
法
に
.
依
る
_を

問

は

ず

、
|
'
途 咿

に
.
て
必
す
減
荷
す
る
を
常
と
し
、.
乙
れ
皆f

.沿
道
办 

貧
民
'が
燃
料
S

し
て
貯
ペ

來

つ

、

S

で
ぁ
る
、例
へ
は
、
 

石
炭
精
載
の
货
単
が
監
麻
人
な
く
し
て
、
停
£

刻
に 

: ■

及
ぶ
時
の
如
き
は
.
、
.

l
il
i

輛
に
付
§
七
千
ポ
ン
ド
を
失 
'
I

い
れ
り
と
云
a

"

又
、
あ
る
製
造
エ
業
家
は
千
九
辟
七 

年
の
八
*

月
間
に
於
て
、
五
窗
八
十
三
噸
の
減
荷
を
級 

見
し
た
S

も
云
ふ
如
ら
、
こ
れ
を
事
實
ビ
せ
ば
會
爾
所 

V

の
_

&

せ
る
»

字
ょ
り
は
、
を
の
a

m

か
に
大
な
る
も• 

|

の
€

推
論
せ
ら
.
る
、
0'

で
あ
る
.
.、
.免
も
^

も
、
委
員
會 

\

の
報
吿
す
る
：所
に
依
れ
は
"

石
炭
の
拔
取
b

を
す

_

る
も 

\

の
は
>
 

必
中
し
も
常
智
犯
の
徒
に
は
あ
ら
す
し
て
"
却 

\

て
外
國
人
た
名
婦
女
又
は
小
兒
で
あ
ク
た
の
で
あ
る
.
、

. 

二
報
吿
«

に
從
_へ

は

が

ぅ

な
0

ネ
あ
る『

拔
取
の
—
例
は 

溆

車

の

停

車

中

、
、
小

兒

を

し

セ

貨

寧

，ょ

り

數

概

を

投

卞 

.

也
し
め
、
年
長
の
女
が
乙
れ
を
枪
い
銥
，め
る
と
か
、
又 

,

は
/

a

革
の
自
家
附
近
.を
姐
過
の
際
、
®

內
l

b

投
下 

せ

し

め

る

と

炉

で

ぁ

备

、
-
,
a

b

こ

、
.れ
等
の
行
爲
は
必
す
，

;難
八
尊
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-
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^

_
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,
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‘熱
十

ヨ

饴

，

0
ー
2

八
八)
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雜

錄

都

歌

^
ミ
來
國
商
蓉
謂
所
：

丨

’
 

‘第
八
號 

ー
7

>>
. 

し
も
極
贫
の
故
に
は
あ
ら
す
？
多
◊

は
主
人
の
不
在
'中
' 

H

i

.

^

て‘
、
期
餘
の
結
典
-
を
生
す
る
に
：虫
つ
た
。 

丨
に
婦
女
小
兒
の
艰
純
な
石
慾
望
か
ら
出
つ
る
の
で
あ 

五

る』

■

と
猶
報
吿
養
に
は
"『

こ
れ
等
の
輩
の
行
爲
は
敢
<

■:
■

を
も
^

も
、：，>
:
リ
ー

ブ

：
ラ

ン
>"

市
'は
.、
十
八
世
紀
0
 

刑
を
科
す
る
.ほ
ざ
®

も
の
に
あ
ら
ず
、
唯C

か
れ
等
の
末
葉
モ
ー
ゼスゥクターブ

.
ラ
ン
ド
氏
に
よ
,

^
て
^

^

'
 

本
國
れ
る
歐
洲
に
於
て
ば
V
:
社
會
の
制
，裁
と
、
竊

盜

防

せ

ら

れ

、初
ゆ
の
約
十
部
問
成
間
氏
自
ら
經
營
忙
當
ぅ
、 

止W

に
就
て
適
當
の
手
段
:̂
*

じ
A

又
、
か
れ
等
の
道
'
ー：
十
九
世
紀
；の
初
：年
忙
は
村
の
資
格
を
受
け
、.
.次
て
¥
に 

籤
觀
念
も
緊
張
し
て
ゐ
.る
が
，
1

旦
米
國
に
移
掛
^

て

*

>

.

纖
て
.市
ミ
し
て
認
奶
ら
れ
た
？
今
口
ま
て
の
約 

,

か
ら
は
、
隣
保
.の
親
し
み
漸
心
？

.、
公
德
思
想
が
弛
百
年
問
に
は
、
そ
の
行
政
機
關
も
爍
多
の
變
化
を
經
て 

緩
し
て
、
事
玆
に
至
つ
衣
の
ホ
あ
る
、
犀
額
九
萬
卵
の\

ゐ
る
o

乃
ち
、千
八
苜
三
十
八
啐
市
制
を
1

す
る
や
、 

損
失
は
、
‘當
市
，の
富
ビ
比
し
て
は
何
程
0
:
乙
と
で
も
な|

三
人
の
市
政
員
を
®

擧
し
て
、
そ
の
決
讖
に
よ
り
て
行
，
 

ぃ
が
、
善
芘
の
民
を
し
て
：、へ
敏
て
こ
の
事
^

及
ば
し
む
政
し

"

別
に
諮
問
嘴
の
課
け
も
あ
つ
た
が
、
千
八
西
五 

:

る
^

至
6

し
は
、
輕
々
.に
看
過
す
可
か
ら
ざ
る
%

會
的
十
二
年
に
は

i

.
の
三
頭
政
治
を
廢
し
、
オ
ハ
H

州
の
法 

現
象
に
し
て
、
而
も
、：
機
關
の
不
備
^

#

1

て
趄
?)
/

し

\
律
に
よ
b

て
政
治
を
受
け
、
州
は
數
名
の
斑
員
を
派
し 

も
.の
な
り
ど
.
せ
ば
/

ぐ
の
罪
は
か
れ
等
.に
：あ
ら
ず
し
て
、

て
そ
の
局
に
當
ら
し
め
ft

、.
千
八
西
九
十I

年
に
は
禅 

寧
ろ
常
.市
の
商
業
食
議
所
^

あ
る1

ど
.：も
記
さ
れ
て
ゐ
、
び
自
治
機
關
を
組
織
しP

合
議
式
ミ
な
し
"

市
.提
を
選 

る
;
"
か
ぐ
て
物
質
上
の
損
失
よ
&

も
、
»

神
的
.の

隱

落

擧

じ

：、
：
參

1

|

^
を
設
け
、.
そ
：の
事
務
も
亦
分
_
制
ヒ
し 

を
以
て
恐
る
可
シ
ヒ
な
乙
、
.こ
れ
が
.救
濟
を
講
し
、
幾

.

て
事
狢
の
简
提
を
期
し
れ
、.
然
を
^
.
千
九
百
三
年
に
铽

m

亦
、ダ
改
箪
行
^

れ
、"
ォ 
メ
ョ
#f

の
市 
g

^
M'
R

«
»'
t; 

る
こ
とA

な
^
>

M
に
千
九
百
十
ニ
年
の
市
政
改
淨
に
際 

U

V.

は
、
■
寧
ろ
千
八
瓦
ル
十
二
.年
の
合
議
式
を
以
て
適 

當
达
：る
も
の
S

認
る
に
，至つた、；

'

こ

の

改

，革

成

轨

に 

關
し
で
は
會
議
所
0'

カ
、
；
«
も

大

な
b
 

S

»
せ

ら
れ
て 

ゐ
る
。

.. 

へ
:;
'

: 

か
く
、
改
革
せ
ら
れ
た
る
ク
リ
i

ブ
ラ
シ
ト
、市
は
、
 

，
そ

の
.市
制
釔
米
國
政
府
0 .
紐
織
^:
:
櫞

し

各

區

.ょ

レ

選

擧 

し
«

る
議
員
を
以
て
^

^

を
作
&

、.
こ
れ
を
立
法
部
$
 

な

し

、
各
區
聯
合
し
で
市
最
を
：選
擧
し
市
長
の
下
に
六 

人
0

課
長
が
办
る
ゥ
万
ち
法
務
課
ゥ
庶
務
課
^
保
安
課
、
 

公
益
課
、
商
工
.課
V
'
財
務
課
に
分
れ
て
ぬ
る
。
卜

: 

■
文
、
市
の
エ
難
の
發
展
^

就

て

も

、

會

饑

所

：内

に

於
 

け
纪
エ
藥
振
興
委
織
會
の
指
導
に
負
ふ
所
頗
る
太
改
を 

も
の
栌
ぁ
る
,

氧
1>
:

?

_
委
«'

會
の
主
*

を
.傾
げ
尨
.る
. 

ば
、
¥

ら
旣
存H

業
の
完
成
で
，ぁ
つ
て
未
だ
新
興
工
業 

R

は
，及
I

な
か
つ
れ
の
で
あ
る
’が
、
扇
近
，の
委
員
會
報

吿
*

桉
依
£

ば
市
エ
莱
の
規
狀
化
在
り
て
は
、.

0 

何
な
る
小
規
模
.のH

場
と
*

も
、
夙
に
を
0

最
高
能
率 

を
發
揮
じ
つA

ぁ
^
^
:
,と
ぁ
つ
‘
て
、
委
員
會
«
页
に
カ 

を
轉
1>
;

て
家
內
エ
業
の
改
善
を
圖
办
、
傍
ら
新
企
業
^
 

_
獎
»

し
、
こ
れ
に
關
し
て
は
、
商
品
の
需
耍
供
給
、
製 

品
ど
原
料
、
運
送
方
法
等
を
詳
細
に
調
査
し
、

S

W

 

工
業
家
を
し
X-

啓
發
‘せ
し
む
る
所
尠
く
な
か
つ
た
の
で 

.あ
る

。
，

，
へ

.
'•

商
業
會
議
所
^
、
か
く
の
如
く
市
內
商
工
乘
の
爲
め 

に

有

益

な

を

調

査

を

遂

げ

ャ

、
。
そ

の

中

に

在

)̂
,
'
て

特

代 

採
助
す
可
き
も
の
は
、
岛
&.
_

:̂

て
>

?:
.
‘の
.曝
に
當
つ
，
 

て
ゐ
^

、
节
併
、,
新
た
に
エ
*

を
企
靈
し
、
エ
場
を
81 

く

る

の
故
を
以P

、.

こ
れ
が
篇
め
に
そ
の
負
.
«を
^

U

、
 

又
は
減
す
る」

」

ど
は
、
決
しV

 s
1

れ
を
肯
せ
；ぬ
，
こ
れ
‘ 

K

K

U

‘て
別
忙
報
*

を
受
入
れ
各
せ
吼
,

栽
U

S

K
 

物
®

的

の

後

援

な

く

し

て

，は

、

调

市

に

存

續

し

得

'ざ
る 

程
度
の
工
業
な
ら
ゆ
、
敢
て
，こ
れ
を
歡
迎
せ
ぬ
の
で
あ

笕
十
彐
徵
：

C

P
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商

響
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•る
、
乃
ち
、ご
れ
ょ
6

洗
き
ボ
ス
ト
ン
，商
業
會
«

所
が
、
 

_信
州
を
與
へ
て
企
樂
經
濟
を
肋
勢
し
た
る
^

は
、
全
く 

相
反
し
て
ゐ
る
办
で
あ
冬
、
要
す
.令
に
、
本
人
0.

手
®

ミ
現
實
の
%

本
と
に
依
る
に
あ
ら
ざ
れ
は
、
實
办
あ
る 

_

業

，の

發

達

は

期

し

難

し

S

し

て

ゐ

る

の
.で
あ
る
：
、

而Z 

i

そ
の
半
而
ね
於
て
は
_、
乙
れ
等
の
缺
陷
を
補
は
む| 

が
爲
ル
に
、
資
本
家
を
誘
っ
て
企
業
投
資
會
社
を
起
さ 

し
め
、
r

企
業
(C
し
て
、
資
本
な
き

も
の
に
融
通
の
逾| 

を
拓
き
、
又
は
將
來
^,

保
@

し

て

、

安

む

し

て

經

營

_

一 

に
堪
え
し
め
て
ゐ
る
、.
.こ
、の
投
資
'#

社
の
遡
事
は
、

rf 

企
業
に
對
し
て
は
、
充
分
の
權
能
を
保
有
し
て
.、
詐
略
一 

欺
射
に
^

る
や
ぅ
の
こ
ど
*

か
ら
し
め
て
ゐ
る
。

\ 

.

六

實に、クブラントを初め

V」

し

て

、

米

國

の 

各

商

業

會

議

所

が

市

民

の

代

表

機

關

と

な

り

て

.、

努

力 

す
る
所
裳
に
多
く
、
都
市
の
.計
畫
ヽ
家
展
及
衛
坐
施
設 

の
改
善
"
.
.保
，安

瞥

妨

に

關

す

る

施

.設
、慈
善
18
!

の
取
締
.、

交
通
の
整
a

等
"

赀
を
の
手
に
成
つ
.
て
ゐ
る
、
か
の
リ 

チ
？
氏
の
日
け
る
如
ぐ『

施
業
舍
：議
所
は
都
市
の
大
多 

數
の
往
教
に
M

合
.て
保
持
せ
ら
れ
，
を
の
富
の
間
題
を 

解
決
す
る
の
み
.な
ち
$

、：
苟
も
、
都
市
0

智
識
を
集
»

. 

し
た
場
所
で
あ
る』

V

な
す
を
以
て
、
最
も
妥
合
せ
る 

定
義
ミ
な
し
得
る
0

で
あ
を
>
 

避
し
夫
れ
、
都
市
住
宅
，
. 

の
配
分
を
公
平
に
し
ノ

勞
«
#
件
を
適
常
の
も
の
た
ら
へ 

し
め
、
或
は
風
紀
及
衡
生
上
の
設
備
を
完
全
^

し
て
、

. 

住
.み
心
地
ょ
き
都
市
た
ら
し
め
な
ば
如
何
、
假
令
、
そ 

の
事
業
が
利
己
心
^

發
動
せ
る
も
の
な
る
に
も
せ
ょ
、
 

を
は
霞
ち
に
取
て
以
て
^

市
ic

忠
實
な
る
結
架
ビ
な
る 

可
し
、
商H

業
者W

し
て
公
に
奉
す
る
の
道
、
赞

他
 

に
あ
ら
ざ
る
や
の
觀
が
あ
る
、
乃
ち
か
の
ダ
ベ
ー
ト
の 

商
人
俱
樂
部
が
、
早
く
も
こ
の
點
に
意
を
®

め
，
、

«

先 

し
て
乙
の
方
面
の
活
動
：を
關
始
し
た
る
i

故
f

か 

な
で
あ
る
。

へ
1

心
':
.
>
:
,
^
5
£
.
5
^
^

中
> 

先
4

注

澈

す

可

き

：は
-:
>
:
如
何
ン

に
亡
ば
住
心
地
ょ
き
随
康
地
た
る
を
得
可
き
か
，
逐
次 

僧
加
す
る
人
口
を
如
挪
に
ぜ
は
收
容
し
得
可
き
か
に
ぁ 

る
、
次
て
は
、
：殳
通
の
利
便
、
^

區
の
.整
_

停
^

場
、

. 

市
場
、
公
11

、'
エ
«

、
倉
庫
等
^

11
|

域

選

^

に

ぁ

名

ス 

ジ

ー

、

ビ

ー

、
，
フ

オ

ー

ド

氏

.̂

る
人
は
、都
市
1-
1

«

を
；、
 

身
、
X

業
家
た
る
の
立
場
ょ
b

見

て

、
都

市

：の

.美

®

、 

經

濟

上0
K

件

等

を

論6

、
エ

無

發

達

の

結

：果
.̂

し
.て
、
 

都
市
が
幾
千
百
萬
：の
人
ロ
を
，收
容
し
得
れ
を
セ
す
：る 

も
、
都
市W

し
て
の
秩
序
，
衛
生
て
住
居
、
娛
樂
の
機 

關
を
完
備
せ
ざ
れ
錄」
」

れ
狹
し
て
都
市
の
健
全
な
る 

發
達
に
あ
ら
す
し
.て
、.
.寧
ろr

 

,
:都
市
の
：墮
落
で
ぁ
る
^

 

云
ふ
結
論
を
揭
け
まゐ

：， 9
'
、

' 

'氏
.：は
乙

の
：：結
論
_を

提
»'
起 

ちy

、
务

商

業

會
_

所

：に

鲁

吿

す

名

所

が

ぁ

つ

：
た

が

、
，
こ 

の

事

れ.
.る
，漸

く

心

ぁ

る

：人

.容
動
妒
し
そ
、

マ♦

天
.ユ 

セ
ジ
ト
州
を
て
ば
法
律
を
以
で
市
财
^
許
晝
規
則
を
布 

き
、
-
ボ
ス
ト
ン
符
議
所
は
各
^

市
割
畫
の
ぎ
記
傭
を
®
 

.

蜜
し
て
、
毎
«

報
告
書
'
を
發
刊
じ
-、
以
て
他
旧
奶
計
に
へ 

:

命
十
3.

锻

,:(

一
 

o
:b
>

一)

,
雜 

'

錄
' 

部
市
罰
歡
忒
來

■
.

ベ
.
、
サx

 

A

市
.、
.
.
'
.
.
ニ.
ネ
-

—

ぐ

ブ
.
y

市
の
兩
：t

議
所
も 

亦
こ
れ
に
倣
-つ
た
'

こ
の
猶
の
.報
吿
眷
中
に
在
>

で
、
 

最
^

^

術
ぜ
.
る
は
^

ゾ
ー
會
議
所
01

徹
0

に
係
る
も
の 

で
、
そ
の
內
容
と
b

て
'
は
、
街
路
、
軌
道
、
水
逍
、.
建 

j

築
%.

、
S

.
公
園
そ
の
他
都
市
許
撤
に
必
耍
な
气 

-•

大
小
の
事
項
.

就
て
、.
颇
る
詳
細
に
苴
り
、
極
め
て
有 

.

.了
益
な
^

も
の
で
ぁ
る
。

11 

千
九
百
十
三
年
八
：月
：、
細
育
市
は
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の 

マ
カ
ネ 

一

r

丨
K

長
の
言
を
容
れ
て
、
都
市
計
喪
傅
覽
會 

j

の
開
催
，に
協
賢
-し
た
る
が
、•同
市
商
業
組
合
は
直
ち
に
、

' 

|

そ
の
#

用
^

部
を
^.
«

す
可
き
.」

ぐ
し
：を

可

決

し

、
_

育 

.

公
立
圖
書
館
杓
陳
刺
室
を
以
て
"
そ
の
會
場
に
充
常
す 

一
るk 

く
し
、
都
饰
局
«

又
.

^
の
材
取
m

集
の
e

?d
r 

ぶ
る
こ
ビ 

> 

し
.た
、.
®
し
て
’」

の
企
鸯
の
公
K

せ
ら
る
.
. 

> 

人
ロ
ー
萬
跋
上
|:
.
有

す

る

來

國

の

市

街

地

«

、
，； 

悉
く
こ
の
擧
に
»

同
せ
し
の
み
な
ら
す
、
«

を
超
え
た
‘ 

.

る
幾
多
の
外
P

都
市
1

#

っ
て
同
意
を
表
し
た
、

國
施
業
甚
所 

_ 

"

「

笫
7\

，盤
'
、
二
一
力



陳

列

品

は

數^

^

す

く

集

ま

り

、
.
豫

衆

の

會

場

の

み

に 

て
は
如
何 
<

も
な
す
に
«1

な
：

>

て
、
多
數
の
謝
絕
を 

な
し
た
程
で
あ
る
、
當
時
、
發
行
し
^
る
案
內
鄭
に
日 

く

『

本
會
は
ー
，般
公
衆
に
向
つ
て
都
市
計
»

な

る

洛

の
 

、
槪
念
を
與
へ
、
荷
V

、
-
同
一
都
市
に
居
住
す
る
も
の(

， 

は
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